
　平成17年３月期　　第１四半期財務・業績の概況（連結）

株式会社ヤマダ電機

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 ・ 無
（内容）
・法人税等の計上基準については、簡便法によっております。
・第１四半期におきましては、実地棚卸は行わず帳簿棚卸残高によっております。

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 ・ 無

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 ・ 無
（1）連結範囲及び持分法の適用に関する事項
連結子会社数　　10社　　持分法適用非連結子会社数　　０社　　持分法適用関連会社数　　０社
（2）連結範囲及び持分法の適用の異動状況
連結　（新規）　　２社　（除外）　　０社　　　持分法　（新規）　　０社　（除外）　　０社

２．平成17年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成16年４月１日　～　平成16年６月30日）
（１）経営成績（連結）の進捗状況 (百万円未満切捨て)

（注）１.売上高以外の四半期経営成績の開示は当四半期から行っているため、前年同四半期については記載しておりま
　 せん。
２.売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]
　当第１四半期（平成16年４月１日～平成16年６月30日）におけるわが国経済は、原油価格の高騰、雇用情勢や個
人消費の低迷など依然として厳しい状況が続きましたが、輸出や設備投資の増加など一部に景気回復の兆しが見え
ました。
　当家電販売業界では、アテネオリンピック開催を控え大型薄型テレビ（液晶テレビ・ＰＤＰテレビ）、ＤＶＤレ
コーダーなどが引続き好調に推移しました。一方、パソコンハードは、単価ダウンの影響もあり伸び悩みました。
　こうした状況の中、当社は４月からの消費税総額表示移行に伴い３月31日現在の有効ポイントをお持ちのお客様
にポイント残高に５％のポイントを付加する販売促進策を行うなど顧客サービスに努めました。
　店舗展開では、初めての都市型大型店舗テックランド広島中央本店を開店するなど積極的にビルド＆スクラップ
を行い、テックランド酒田店など10店舗を開設し、テックランド小諸店など４店舗を閉店いたしました。その結果、
当第１四半期末の店舗数は、233店舗（直営店201店舗、連結子会社32店舗）となっております。
　以上の結果、当第１四半期の売上高は、2,365億46百万円、営業損失2億77百万円、経常利益40億87百万円、四半
期純利益26億45百万円となりました。
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（２）財政状態（連結）の変動状況 (百万円未満切捨て)

（３）連結キャッシュ・フローの状況 (百万円未満切捨て)

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]
当第１四半期における現金及び現金同等物は、前期末に比べ56億74百万円増加（新規連結による増加分９億46
百万円）し、253億36百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　営業活動によるキャッシュ・フローは、112億97百万円の支出となりました。
　これは主に、売上債権が136億22百万円増加したためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　投資活動によるキャッシュ・フローは、77億21百万円の支出となりました。
　これは主に、有形固定資産の取得に伴う支出が56億18百万円となったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
　財務活動によるキャッシュ・フローは、237億46百万円の収入となりました。
　これは主に、借入金の増加に伴う資金の増加が247億20百万円となったことによります。

３．平成17年３月期の連結業績予想（平成16年４月１日　～　平成17年３月31日）

（参考） 1株当たり予想当期純利益(通期) 円 銭

（参考）平成17年３月期の個別業績予想(平成16年４月１日～平成17年３月31日）

円 銭 円 銭 円 銭

（参考） 1株当たり予想当期純利益(通期) 円 銭

[業績予想について]
　平成17年３月期の連結業績予想につきましては、概ね予想通りに推移しており、現時点においては、平成16年
５月６日の平成16年３月期決算発表時の予想を変更しておりません。

[業績等の予想に関する注意事項]
　上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果
となる可能性があります。
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(要約)四半期連結貸借対照表
（単位：百万円）

（資産の部）
流動資産 ( ) ( )

現金及び預金
受取手形及び売掛金
有価証券
たな卸資産
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

固定資産 ( ) ( )
有形固定資産 ( ) ( )
建物及び構築物
土地
その他
無形固定資産 ( ) ( )
投資その他の資産 ( ) ( )
投資有価証券
差入保証金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

資産合計

（単位：百万円）

（負債の部）
流動負債 ( ) ( )
支払手形及び買掛金
未払法人税等
賞与引当金
ポイント引当金
その他
固定負債 ( ) ( )
社債
長期借入金
退職給付引当金
連結調整勘定
その他

負債合計
（少数株主持分）
少数株主持分
（資本の部）
資本金
資本剰余金
利益剰余金

自己株式
資本合計

（注）平成16年３月期の第１四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。

自　平成15年４月１日
当第１四半期

45,990 45,990

自　平成16年４月１日

19,716
12,755

146,738

その他有価証券評価差額金

期 別

至　平成16年６月30日

金　　額

前連結会計年度

期 別

383,510

25,555
217,793

当第１四半期

△112

1,846

22,311

1,300

1

科 目

自　平成16年４月１日 自　平成15年４月１日

負債、少数株主持分及び資本合計 383,510 328,406

2,411

△7 △7
148,303

46,05346,053

56,295 54,753
△28 △51
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2,1422,415
5,441
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50,000
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60,995

△38

145,069 116,441

1,192
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(要約)四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（注）平成16年３月期の第１四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。

至　平成16年６月30日

当第１四半期 前連結会計年度

差入保証金解約損
その他
税金等調整前四半期(当期)純利益

法人税、住民税及び事業税

少数株主損失又は利益(△)

四半期(当期)純利益

1,463

固定資産処分損

4

430

541

貸倒引当金戻入益
その他
特別損失

144

販促協力金
連結調整勘定償却額

1,782
469

至　平成16年３月31日
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8,408

自　平成15年４月１日

197,734

39 73
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特別利益
41

15
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395

売上高
売上原価

金　　額
236,546 939,137

728,035

期 別

販売費及び一般管理費

金　　額科 目

137
4,509

受取利息

47,102売上総利益

4,081
－

その他

経常利益

営業外費用

19

105
その他
支払利息

4,087

27 △173
2,645 19,168

274
2 127

309
24

30,652

1,865

17,754
△277 13,366

211,101

営業利益
営業外収益

仕入割引

47,379

5,219

22 20

－ △3,410
14,797

126
30,728

1,274

189,444

2,125

自　平成16年４月１日
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(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
１.
２. 減価償却費
３. 連結調整勘定償却額
４. 賞与引当金の増減額
５. ポイント引当金の増減額
６. 売上債権の増減額
７. 棚卸資産の増減額
８. 仕入債務の増減額
９. その他

10. 法人税等の支払額
11. その他
営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
１. 抵当証券の取得による支出
２. 抵当証券の売却による収入
３. 有形固定資産の取得による支出
４. 差入保証金の差入による支出
５.
投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
１. 短期借入による収入
２. 短期借入金の返済による支出
３. 長期借入による収入
４. 長期借入金の返済による支出
５. その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ
Ⅴ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
（注）平成16年３月期の第１四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。
現金及び現金同等物の期末残高
新規連結による現金及び現金同等物の増加額

期 別

税金等調整前四半期(当期)純利益

△7,721 △14,116
793 5,614

△1,895 △5,674
△5,618 △18,057

△9,000 △1,000
8,000 5,000

△73 △306
△11,297 △13,682

△8,668 △13,868

1,366 712
△2,555 491

△28,245 △37,085
31,195 △1,961

△13,622 △2,406
1,144 9,139

当第１四半期 前連結会計年度
自　平成16年４月１日

至　平成16年６月30日 至　平成16年３月31日

その他

自　平成15年４月１日

1,678 6,751

現金及び現金同等物の期首残高 19,662 47,799

△64,558 △336,806
8,000

23,746
－ －

△1,179
現金及び現金同等物にかかる換算差額
現金及び現金同等物の増減額

336,68383,923

8,568
△2,644 △4,111
△974 △5,514

小 計

4,081 30,728

科 目 金　　額 金　　額

△1,274 △5,219
1,119 △166

25,336 19,662

4,727 △28,978

946 841
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